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対さ‘さぞさまそこ なきささゞ

第 2 回エコツーリズム大賞の実施にあたって

環境省自然環境局自然ふれあい推進室長 岡本光之

第 2 回エ コ ツ ー リズム 大賞を実施するに当た っ て、 第

1 回に引き続き全国各地より応募があり、 数多くの意欲

的な取組みの中から各賞を決定する こ とができま し た。

改めまして選考委員を始め関係者各位の御理解、 御協力

に感謝申 し上げます。

南北 に 細長い日本列島は、 亜寒帯から亜熱帯までの多

様な大自然が存在し、 また、 地域独特の里山文化を残し

ています。

こ のような豊かな日本の自然を後世まで末永く引き

継いでいくためにも、 多くの方 々 に こ うした自然を直接

体験し、 保全への理解を深めていただく こ とが重要であ

り、 エ コ ツ ー リズム を推進する こ との意義を益 々 感じて

いると こ ろです。

こ う した中、 平成 16 年度のエ コ ツ ー リズ ム 推進会議

以降の動向を振り返 っ てみると、 全国各地からのエコ ツ

ア ー 事業者や行政機関の活動はもとより、 地域の住民

　　　　 　 　 　　
　

　 　　　　

を中心とした方 々 の主体的に取組む例も見られはじめ

ま した。 エ コ ツ ー リズム は、 地域の方 々 が、 地域の自然

や文化に誇りを持ち、 地域の元気を取り戻す ツ ー ルであ

るという点も明らかにな っ てきています。 今後ガイ ダ

ン ス とル ー ルづくりを組み合わせたエ コ ツ ー リズ ム が

全国各地に波及 し、 更に発展するよう大きな期待を持 っ

ていると こ ろです。

環境省では、 エ コ ツ ー リズム の普及 ･ 啓発活動に引き

続き取り組むととも に、 人材の育成、 国立公園や ラ ム

サ ー ル登録湿地におけるエ コ ツ ー リズム の仕組みづく

りの支援などの多面的な取り組みを行い、 エ コ ツ ー リズ

ム の推進施策をさらに充実させていきたいと考えてい

ます。

今回受賞された方々 はもとより、 エ ン トリ ー された数

多くの関係者 に おかれま しては、 日本のエ コ ツ ー リズム

推進の牽引役として御活躍されることを祈念 しています。

　　
　　　　

描が

｢第 2 回エコツーリズム大賞｣の選考を終えて

東京大学大学院農学生命科学研究科教授 下村 彰男

｢多彩な領域からのエ ン トリ ー があるな｣ という点が

第一印象で し た。 エ コ ツ ア ー プロ グ ラ ム やガイ ド提供

を中心とする会社組織、 自然保護問題を出発点とする

N P 0、 環境教育を主たる目的としている組織、 地域振

興を目指している公共性の高い団体など、 組織形態も

様 々 ですが、 中心とする活動も様 々 だと感じたわけで

す“ ただ、 こ れらは各々 の組織の出発点あるいは軸足の

置き方 に すぎません。 上記 し た活動の性格は、 今回の

大賞の審査基準にも掲げている内容であり、 各々 の組織

は、 多かれ少なかれこ れらの性格の全てに留意 しながら

活動を進めていると言えます。 したが っ て、 多彩な領域

からエ ン トリ ー がある こ とば、 エ コ ツ ー リズ ム が総合

的な概念である こ との表れであると理解されます。 エ コ

ツ ー リズム は、 資源である地域の自然環境や生活文化を

持続的に保全し、 育成していく こ とを内包 した新たな観

光概念です。 したがっ て、 その担い手あるいは仕組みと

して、 地域が元気に活性化している こ とが条件であり、

その点への貢献も求められます。 キ ラ リと光る得意な領

域を持ちつつも、 総合性を志向していく こ とが重要であ

り、 こ れからも評価されていくべきであると考えていま

す。

また、 審査という点では、 2 年目である こ との難しさ

を実感しま した。 当初より、予想されていた こ とですが、

昨年度の入賞組織からの再エ ン トリ ー があ っ た点です。

昨年度、 入賞している訳ですから、 優れた活動をされて

いる こ とは間違いありません。 しか しながら、 毎年、 入

賞常連組織が顔を並べる表彰制度もおかしなものです。

従いまして、 昨年度の入賞組織に関しては、 こ の一年、

発展的 に 活動したか否かを評価する こ とにしました。 -

般的 に は上記の総合性、 各基準の達成度の高さ に 加え

て、 活動の継続性も評価しましたが、 昨年度入賞組織 に

関 しては、 さら に 単年度の発展性が加わ っ たこ とになり

ます。 評価基準が部分的 に 高くな っ ていますが、 こ れは

多くの組織に機会を与えるという点ではやむを得ない

であろうと判断 しました。 ご意見等をお寄せいただけた

ら幸いです。
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-そこを彰一'‘ ÷三毛なるできなさつ!なな鬘

エ コ ツー リズムを推進するため、 エ コ ツー リズムを実践す

る地域や事業者の優れた取組みを表彰し、 広く紹介するも

ので、 更なる質の向上や継続に意欲を与えるととも に、 関

係者の連携、 情報交換などによる連帯意識の醸成を図る こ

とを目的として います。

ホールアース自然学校 (静岡県富士郡芝川町)
エコツーリズム推進エンジンとしての総合力

特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト (北海道厚岸郡浜中町)
エコツーリズムによるまちづくり

白神マタギ舎 (青森県中津軽郡西目屋村)
白神の自然と関わ っ てできたマタギの知恵を伝える

特定非営利活動法人 黒潮実感センター (高知県幡多郡大月町)
島が丸ごと博物館 持続可能な里海づくり

特定非営利活動法人 たてやま ･ 海辺の鑑定団 (千葉県館山市)
｢身近な自然から再発見 !｣ 南房総のエコツーリズム

加賀市観光協会 ･ 加賀市観光情報センター (石川県加賀市)
温泉ブラスもうひとつの小さな旅

富士山登山学校どうりき (山梨県富士吉田市)
｢人 ･ 自然 ･ 地域が合力する｣富士山エコツーリズムを目指して

特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ (長野県飯山市)
広域連携によるエコツーリズムの実践

松本電気鉄道株式会社 ･ 濃飛乗合自動車株式会社

(長野県松本市 ･ 岐阜県高山市)
貴重な自然を護り残すため、 人と環境に優しい低公害バスを連行

海島遊民くらぶ (有限会社オズ) (三重県鳥羽市)
素敵な自分を発見する旅

~ 生き物とふれあい、 漁村でゆ っ たり島を満喫 ~

2006 年

10 月 16 日

12 月 11 日

2007 年

1月 5 日

1月 19 日

1月 29 日

公募開始

応募締め切り。 76 件の応募

審査委員会開催。大賞 1点、優秀賞 3 点、

特別賞 6 点を選定

受賞者の公表

表彰式

　 　　
大賞授与

大賞、 優秀賞、 受賞者

凝議ミ総裁"さきざきききき
下村彰男 (委員長)
石山醇

海津ゆりえ
桜井義維英

佐藤博泰

東京大学大学院農学生命科学研究科教授

社団法人 日本旅行業協会理事

N PO 法入 日本工 コ ツ ーリズム協会理事
N PO 法人 自然体験活動推進協議会理事

松本大学総合経営学部
観光ホスピタリテ ィ学科教授
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ホールアース自然学校
エコツーリズム推進エンジンとしての総合力 　　　　　　 　　　　　　

沖縄梺んば基地螂戲訴那覇圏遡
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拠点である富士山麓地域にとどまらず、 全国的にかつ長期にわたってエ コ ツ ーリズムへの貢献度が高い点が

評価される。 総合的な展開が心がけられており、 ル ール、 ガイダン ス、 環境保全、 地域への貢献のどの取組み
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で着実な進展が見られる点も評価される。
一
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.

ゞき 解毒
俶鰹どぶ響き

ででて ポ ス ト ･ バブル時代に“持続可能性 " という言葉が一般化するなかで、 ｢環境｣ と ｢観光｣ の両立を図

で' るエ コ ツ ー リズ ム は、 持続型社会を実現するための実践的な手法として注目されてきました。 私たちは、

有志とともにエ コ ツ ー リズム 研究を始めた 90 年代初頭以降、 今日に至るまで理論 ･ 実践の双方において、

様々な活動を途切れる こ となく続けてきました . エ コ ツ ー リ ズム の概念整理やエ コ ツ ア ー プ ロ グラ ム の開

発 ･実施、 資源管理手法の体系化、 そして独白のカリキ ュ ラ ム によるガイ ド養成などに取り組むと同時に、

第4回師報じミーテインク

そ こ で得られた ノ ウハウを地域に積極的に移転する こ とで、 日本

全体のエ コ ツ ー リズム 推進に寄与してきました‘

理論として合理的にまとめられたエ コ ツ ー リズ ム は、 地域で実

践する段階で様 々 な問題 確執を生み出す こ とがあります。 私た

ち は、 む しろ “火中の 栗 " を拾う こ と で多く を学 び、 次の展 開

に活かす こ とで、 エ コ ツ ーリズ ム の時代を拓く力としてきました。

｢始めたら止めない｣ をモ ッ ト ー に、 こ れからも理論 ･ 実践双方

における総合力を発揮し、 エ コ ツ ー リズム の推進に尽力していき

たいと考えています。

｢ホールア ース自然学校は今年で丁度 25周年を迎えます。 節目となる年にエ コ ツ ーリズム大賞を受賞すること

ができ、 大変嬉しく思います。 エ コ ツ ーリズムと一口で言っても、 様々な切り口があります。 エコ ツ ア ー 事業者、

企業や行政事業の支援者、 研究者、 そして地域の生活者といった複合的な役割を、 それぞれ本気で果たしてき

たことが総合力として評価していただいたのだと考えています。 こ れからも全国の仲間と共に、 悩みながらも前

に進むことを続けていきます。｣

　　
熟議談議｣

騨鑑爵緻撃墜もぎ
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｢日本型自然観の回復｣ を通じた持続型社会の実現を目指し、 活動を続けて四半

世紀。 富士山麓を本拠地として、 新潟、 沖縄など全国 5箇所で実体験型環境教育プ

ログラ ムの提供 (年間 8 万人 /平成 17 年度)、 ビジタ ーセン タ ー の運営、 企業 ･ 行政

向けコ ンサルテ ー シ ョ ン事業、 人材養成事業等を展開しています。 また、 各国からの

研修生受入れや外国人旅行者へのプロ グラ ム 提供、 災害救援活動、 ネットワ ー ク 支

援事業を行っています。 富士山本校では、 家畜動物の飼育や田畑作業を通じて、 里

山の暮らしを都市部の人々に提供 ･ 提案しています。

組織の沿革 連絡先
代表者名 : 広瀬敏通 〒 419‐0305
設立 : 1982年 (旧名 :動物農場) 静岡県富士郡芝川町下柚野 165
所属人数 : 常勤 35名 ･非常勤 2名 (2007年 1月 26 日現在) TEL : 0544‐660 152 FAX : 0544 67‐o567

E-m a il: in fo @ w e n 5.g r.ip
w e b : http://w e n s.g r.ip

特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト
エコツーリズムによるまちづくり

北海道、 霧多布地域

長期にわたるトラスト活動の実績に加え、 エコ ツ ア ーを連携すること乙こより、 より多く

の人を環境保全に参加させている。 ビジ タ ー セ ンタ ー 等とも連携し、 地元住民をガイドと

するなど、 地域の協力を得た活動が展開されている。 ツ ア ーについても自己評価を欠か

さず行う等、 品質の保証 につとめている。 また平成 18 年度に は、 地域の子どもたちの 二

環境教育のための子どもク ラブの発足などの取り組みを始めており、 常とこ新しいこと乙ご収 奪滲もキ" # ｣ を痔すれ
り組んでいる点も評価されるつ

,麓き妻華

私達は町づくりの手段として ｢エコ ツ ーリズム｣ をとらえ、その仕組み作りに行政、民間、
ユウスゲ

産業団体と共に取り組んできました。 霧多布湿原の保全は我々のもっとも大切にしているテ ーマですが、 より多くの

人々 に参加してもらえるような活動を常に心がけています。 エコ ツ アーや地域の子ども達への環境教育、 また湿原を

楽しむための木道設置作業など、 様々な人々と関わりを作ることで、 エコ ツ ーリズムは行政や地域全体の大きな方

向として形となってきました ,

霧多布湿原は国内 3 番目の広さをもち、 夏に見せる花の景観は国内でも最大級だといわれています, また 1993

年には ｢ラムサール条約｣ に登録され、 その価値が国際的にも評価されてきたところです, 一方その霧多布湿原の

保全については、 湿原の周辺部が民有地となっているため、 その民有地を残せるかどうかが大きな鍵となっています。

そこで私達は、 この湿原を愛する人々の輪を広げ、 自然がもつ豊かさや価値を、 多くの人々 に伝える活動を行うと

共に、 市民が主体となってナショナルトラストによる湿原の保全を進めるため ｢霧多布湿原トラスト｣ を設立しました‘

れ窮こと濱 .弛ん尋癩騨

　　　　　 　　　　 　　 　　　　　　　　

　

　 　 　 　 　 　 　

　 　

一
騒ぎ 合職鱗 饑 ＼ も

.･''' “

yな議 購 、, 準ぜ

組織の沿革 連絡先
代表者名 : 三膳時子 霧多布湿原トラ スト 霧多布湿原セ ンター

設育 : 〒 0884 531 〒 088-は67
1986年 霧多布湿原フ ァ ンクラブ発足 北海道厚岸郡浜中町仲の浜 122番地 北海道厚岸郡浜中町 4番沢 103‐19
2001年 N PO 法人霧多布湿原トラ スト設立 TEL : 0蒲53‐62‐4600 FAX : 0153‐62‐4700 TEI: 0153‐65‐2779 FAX : 0153‐65-2774
2004 年 認定 NPO 法人へ W e b : http://w w w 1.o c n .n ejp/~ w etla n ds/ 担当 :阪野真人 (ba n @ ki祚a ppu .o rjp)

所属人数 : 9名 E-m a il:℃e n te r@ kiritappu .o rJP
W e b : http://w w w .kintappu .o r.ip/c e nte r/
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白神マタギ舎

目神山地

をゞ

“を

白神の自然と関わ っ てできたマタギの知恵を伝える

　　　　 　 　　　　　　　　　　　 　 　　　
とキクノ,ふき‘“‐ し ′夕

組職の沿革
代表者名 :

設立 :

所属人数 :

過酷な自然のなかで糧を得て生きてきた体験をもとに、 自然資源の大切さと保全、 持続的利用のあり方を学ぶこ

とができるツ ア ーを実施している点が評価できる。 質の高いガイディングに 加え、 参加者の満足度を高めるための工

夫によりリピー タ ー客も多く、 プログラ ムには、 ｢白神｣ という地域性を常に 意識するとともに、 調査で得た知識や

最新の研究結果も取り入れるなど常に進化することを心がけている。

現役のマタギを中心に、 生活や研究などを通じて深く白神山地と関わり合いを持った者たちが集まってつくったガ

イドグル ープです。 白神山地のマタギの永続的な自然資源利用、特に自然との論理的で合理的な付き合いの伝統を、

できるだけ少人数のお客様 に丁寧に伝えたいと思っています。 同時に 新しい知識を得たり、 お客様との語らいから

教えを受けることに、 大きな喜びを見いだしています。

世界遺産地域に限らず、 白神山地全体をフィ ールドにエコ ツ ーリズム 活動を行なっています. 観光客、 ことにマス

ツ ーリストの少ないル ートを中心に、 ときには道のないところもご案内して、 目神山地の自然とその成り立ちを説明

するかたわら、 山菜やキノ コの採り方や残し方を説明します。 時間が許せば、 耳又 畑一睡 と ■離 そ

1 れザハ# フハ子蟷介平江畑小“土ズ吐ム ダ 'ままミキ セ ナ 滋 '- ‘計痴狄熱 げ 丸‐ に露摯
レハY b “★▲ ｣ “上冠“↑彰土“ IL 〃＼珠“ っ、いんんにご よ り〕 讐一･ r但移勿ヤ聾“ ↓ が 増夙 露雪霊"

物の名前を説明するようなことば避け、 それらと人 、々 特にこの土地の人々との 、‐ "〆 電 .道釀　　　　　　　 　　 　

　　　　　　 　 　　 　　　
関わり合いをお伝えするよう心がけています,
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工藤光治
2000年 5月 12日
8名

連絡先
〒 036‐14日

青森県西目屋村田代神田 l04‐35
TEI& FA X : 0172‐85‐2415
W e b : http://W W W .ge O d tie 5.jp/m atagisha/
(E-m ailによる予約は行なっ ておりません )

　　　　　　
講義

特定非営利活動法人 黒潮実感センター
島が丸ごと博物館 持続可能な里海づくり 高知県粕島周辺地域

　　 　　

　 　　
ごん

わが国固有の海流と海洋性の環境を利用した生活に近い場所でのエコ ツ ーリズム例で、 暮らしに近い自然環境と

どのように向き合っていくかに取り組んでいる。 ダイビング業者と漁業者の調整のためのル ール作りに主体的に奔

走したり、 生活者としての島民の生の声を聞き、 島民と事業者の心の垣根を払うことにつなげたりするなど、 地域で

貴重な団体になりつつある。 新たな保全事業への取り組み、 アク ティビティの増加、 参加者の範I川の拡大など、 昨

年度の特別賞のときから格段に前進している。

これからの時代のキー ワ ードは ｢実感｣ であると考え、 単なる体験だけでな

い実感を伴ったエコ ツ ーリズム のあり方を提案するために、 地域の自然環境の

調査研究を元に環境の価値付けを行い、 それを活用した環境学習やエコ ツ ーリ

ズムの推進、 および素晴らしい自然環境の目減りしない利用のための地域独自

のル ール作 柳ご地域住民とともに取り組んでいます。 黒潮実感 セ ンタ ーでは海
　

　　

“ の環境の保全と人の暮らしが並び立つ 骨寺続可能な里海づくり｣ に 取り組んで
そ謙 いますo

温帯域 にもかかわらず亜熱帯城をしのぐ 1000 種以上の魚類が生息している

柏島を ｢島が丸ごと博物館｣ と捉え、 人が海からの豊かな恵みを享受するだけでなく、 人も海を耕し守る、 持続可

能な里海づくりを目指している。 地域内外の人に柏島の素晴らしさを実感してもらい、 守り育ててもらうために、 自

然を実感する取組、 自然を活かした暮らしづくり、 自然と暮らしを守る取組の 3 つの事業と、 人と自然、 漁業とし

ンャ ー、 外部と内部の人の 3 つの調和を目標に実施している。

組織の沿革
代表者名 :

設立 :

会員数 :

立川涼 (理事長)
2002年 10月 4 日 (活動開始は 1998年 4月 1日)
約 600名

連絡先
〒 788‐0343 高知県幡多郡大月町柏島 625
TEL : 0880‐62‐8022 FA X : 0880‐628 023
E-nna il: ku ro shi。@ div e rs‐n eJP
W e b : http://o n lin e .div e rs.n e .jp/ka shiw aiim a/
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特定非営利活動法人 たてやま ･ 海辺の鑑定団
｢身近な自然から再発見 !｣ 南房総のエコツーリズム

ヰ藁糜蘭麗総地蛾

全国的なエコ ツ ーリズムへの取り組みの中で、 都心近郊である千葉という地の利を理解し、 海辺の環境を活用 し

た入門的エコ ツ ア ーを展開するべきという、 役割を意識して活動している点が評価される‐ 入門という役割の中で、

教育委員会や観光協会など地域の各種団体と緊密に連携をとりながら展開している意味は大きい,

首都圏から近く豊かな自然が残る南房総館山にて、 海辺の自然観察やビー チコ ー ミ ング、

夏季のス ノ - ケリング･ カヤヅ ク体験、 冬季の里u｣をめぐるネィチヤ - ツ ア - 雙贓議讃礬穐き
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組織の沿革
代表者名 :

設立 :

会員数 :

組織の沿革
代表者名 :

　　　　

所属人数 :

夏季のス ノ ー ケリング、 カヤッ ク体験、 冬季の里山をめぐるネイチャ ー ツ ア ー

などの海辺の自然体験 (エコ ツ ア ー) とジ毎岸の調査や海岸清掃活動などの環

境教育と環境保全の実践を様々な団体と連携して通年実施しています。

ゞ ゞ A “ 人 い " 山 垂士 " 山 " ヨふ . ･ 円 舞踊開翼逮ふる塾キ沫ゞ

連絡先 燐℃

〒 294‐0032 千葉県館山市笠名 川 38‐2
TEl& FA X : 0470‐24‐7088
E-m a il: u m ibe n o ka nte ida n @ a o l.co m
W e b : httP://tateya m a‐u m ika n .m s‐n .co m /

組織の沿革
代表者名 :

設育 :

所属人数 :

竹内聖-
2004 年 4月 27日
20名

加賀市観光協会 ･ 加賀市観光情報センター
温泉ブラスもうひとつの小さな旅

温泉を単に観光資源としてではなく、 地域の貴重な自然資源、 文化

資源の一部として捉え、 環境や伝統文化などを保全しながら地域の街

づくりに 結びつけるというわが国 におけるエコ ツ ーリズムの課題 にひとつ

の答えを提供している点が評価される。

. 地域情報の中枢基地として、 また地域内の足の拠点として、 行政、

観光協会、 交通の三者が共同運営する加賀市観光情報セ ンター ｢K A G A

旅 ･まちネット｣。 資源 ･ 情報 ･ 宿泊 ･ 移動をきめ細かくデザイン した予

約制ガイドツ ア ー ｢四季の風景散歩｣ を実施、 各地区住民による地域の

自然や伝統文化の再評価と活用を図っています“

萬谷正幸
1996年 5月
185名

連絡先
加賀市観光情報セ ンター ｢KA GA 旅 ･まちネット｣
石川県加賀市作見町ル 25-1 (JR加賀温泉駅前)
TEL : 0761‐72‐6678 FAX : 076I‐72-6679
E-m a il: tabim ati@ d にu s.o c n .n e .jp W e b : http://W W W .tabm ati.n et/

富士山登山学校どうりき 富士山全域

｢人 ･ 自然 ･ 地域が合力する｣富士山エコツーリズムを目指して

大型観光地である富士山で、 エコ ツ アーに徹底的にこだわり、 ルールの策定、 きめ細かいガイダンス、 環境保全

に 取り組んでいる。 人材育成など、 後継者の育成 にも取り組み、 一民間事業者を越えた地域全体に 波及する活動

を行っている。 富上山における環境問題なども積極的に伝え、 観光客への環境配慮の普及啓発に努めている。

登山者に対する事前説明会を全国で開催し、 富士山全域 において自然体験活動、 講演、 エコ ツ アーなど、 日本

人のみならず外国人にも富士山固有のプログラムを提供してい

　　　　　　　　
　
　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　

　　　　 　

と理解を促す活動を続けています。
塾 ゞ鎗 ･触 鴎 緘封伶鮒　　　　 　　　　　 　

近藤光一
2002年 10月 1日
5名

連絡先
〒 403‐0012 山梨県富士吉田市旭 4‐1‐14
TEL : 0555‐24‐1032 FAX : 0555‐24‐1052
E-m a il : info @ fuiito za n .ip
W e b : http://w w w .fuiito za n .jp
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特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ
広域連携によるエコツーリズムの実践 長野蝿敷鬱斯麓醍醐圏山縣

道という昔からどこ にでもある資源を使い、 広域トレイルを核としたエコ ツ ーリズムの展開を試みている点が評価

される, 複数自治体との間で環境保全、 ルール作り、 ツ ア ーの実施、 仕組み作りを、 トレイルという線で結ぶとい

う方策は、 他の地域においても参考となる。 地域の間の峠道、 トレ ッキング道をつなぎながら人々の暮らしや生活

を身近に 感じるコ ース になっていて、 地域連携のモデルとしても将来性がある ~ 燕 .馬飜藝ゞを

トレイルの整備 維持管理 ･ 活用を広域連携で行い、 自然 ･歴史 ･文化といった地

域の資源を守り後進に伝え、また観光の振興に寄与することを目的としています行政、

民間団体、 各地区住民による計画として始まり、 計画づく‘?からトレイル整備、 自然

環境調査に至るまで住民やボラ ン ティアの力によって行われています。

組織の沿革
代表者名 : 小山邦武
設立 : 2003年 9月 2日
所属人数 : 20名 (事務局 5名を含む)、 会員200名

連絡先 認 言藷,.千 389‐2601 長野県飯山市照岡 1571‐15
TEL : 0269‐69‐2888 FAX : 0269‐69‐2288 ′メゾ

E-m a il: o fh℃e@ $‐trail.n et W e b : httP://w w w .s‐trail.n et/

松本電気鉄道株式会社 ･ 濃飛乗合自動車株式会社
貴重な自然を譲り残すため、 人と環境に優しい低公害バスを連行

マイカ ー 規制エリアにおいて、 シ ャトルバスの全車両を低公害のハイプリント車

に しており、 導入前より窒素酸化物が 25% 削減されるなどの実績があり、 環境

保全への効果がでている。 マイカ ー 規制協議会への分担金支出による環境面で

の地域還元など交通機関としてのエコ ツ ーリズムの実現への協力が評価される‐

松本電気鉄道株式会社 :バス ･ 鉄道事業を中心 に 地域 に 根ざした企業として事

業を展開。 平成 6 年以降、 マイカー 規制の行われている上高地エリア に 順次低

公害ハイブリッドバスを導入し、 現在の保有数は 75 両 . 乗鞍地域も合わせ全て

のシ ャトルバスをハイブリッドバスにて運行, 松本電気鉄道株式会社
濃飛乗合自動車株式会社 :岐阜県の飛騨 組織の沿革

地区を中心 に バス 事業を展開 中部--｣岳 難者名 : 取締役社長瀧澤 徹
1920年 3月

国立公園内を運行する路線バス について 従業員数 : 402名

は、平成 10 年より低公害バスを順次導入 ?
濃飛乗合自動車株式会社

特 にマイカ ー 規制の行われている上高地 ･
組織の沿革

乗鞍では、 現在全てハイブリッドバス等の 代表者名 : 取締役社長 佐藤 健

低公害バスで運行。
設立 : 1943年4月 28日
所属人数 : 230人

濃飛乗合自動車の低公害バス 乗鞍では、 現在全てハイブリッドバス等の

松本 電 気鉄 き

の 低 公害ハイ

ブリッドバス

連絡先
千 390‐0831 長野県松本市井川城 2‐1‐篝
TEL : 0263一26-7000 (代) FAX : 0263一27一2900
E-m ail; m a tsu de n -e igy0 @ aipにO .℃0 .jp
w e b : http://W W W .a lpiく0 .℃0 .jp/m rく/

連絡先
〒 506‐0026 岐阜県高山市花里町6 65
TEL : 0577‐32‐0045 FAX : 0577‐32‐2193
W e b : http://W W W .n o u hibu s.℃0 .jp

海島遊民くらぷ (有限会社オズ)
素敵な自分を発見する旅
~ 生き物とふれあい、 漁村でゆっ たり島を満喫~ 三重県鳥湖南離島地域

民間企業による環境保全を意識した離島型エコ ツ ァ ー 経営の例。 地域の漁協との連携などにより、 地域社会と

の協調性を高め、 さらに 地元の人々と協同で資源保全を図りつつ、 地産地消など地域の経済効果を高める努力を

行うなどの取り組みが評価される。

鳥羽の離島を中心としたエコ ツ ァ ーの企画 ･運営, 関西 ･関東の修学旅行生向け体験プログラムの企画 ･ コ ーディ

ハ騒
げ〆

ネート ･ 実施。 JP R (環境省 ･ 文部科学省連携事業子どもパー ク レ ンジャ ー) 実施。 環境保全の為、

自主ルールや資金提供メカニズム (売上からの資金提供) の設定を通してお客様だけでなく地元への

環境保全への啓発。

組織の沿革
代表者名 : 江崎貴久
設立 : 2001年 9月 12 日
従業員数 : 10名

連絡先
〒 519‐0503三重県伊勢市小俣町元町 1837
〒 517‐oo n 三重県鳥羽市鳥羽 1丁目 105 2旅館海月内
TEL : 0596‐22‐6900 FAX : 0599‐25‐5539 6毎月内)
E-m ail: ku rage @ o z gro u p.ip W e b : http://o z gro u pJp
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* ｢モデル地区｣ とは、 環境省が実施 しているエコツーリズム推進事業のモデルに指定されている地域のことです。

N PO 法人
l霧多布湿原トラスト

民 ･官 ･産業団体での連携。 漁師 ･酪農家がガイ ドとして活躍できるエコツアー 北海道浜中町

を開催‘ トラス トの仕組みつくり。 (霧多布湿原)

N PO 法人 ;流氷の活用。 アイヌ民族との活動、 ガイ ドツアーによりアイヌ民族の知恵への ,北海道斜里町

疾ロ床ナチュラリスト協会 ′理解を深める場を提供 :蜘床モ デル土

N PO 法人

『白神山地を守る会
森林組合や県 ･ 町と組み植樹祭を開催。 エコロジー体験ツアーを毎年開催。

ノブナの植林を行っている。

(知床モ デノレ地区)

青森県青森市
(白神モ デル地区)

‘森 で資源の持続的利用 につ いてを体験 でき るマタ ギ小屋宿泊 ツアーと冬の ト L青森県西目屋村
-レッキングツアー。 ( 白神モ デル地白神マタギ舎
,レッキングッアー。 猶神モ デル地区)

'青森県深浦町

l岩手子ども環境研究所
〆森と風のがつ こう)

う廃校を活用 し、 ワークショッ プやスローツアーな どを開催o 自然エネルギーのイ岩手県葛巻町
;普及にも取り組む。 環境 ･ 地域学習を提供。

i名栗工
]- 名栗

l市川市

L- -----…

l岩手子ども環境研究所 ;廃校を活用 し、 ヮ - クショッ プやスロ - ツア - な どを開催。 自然エネルギ- の
岩手県葛巻町

〆森と風のがつ こう) ;普及にも取り組む 環境 ･ 地域学習を提供。
→- - - - - - - -- - --÷÷ [ - - - - 1

;裏磐梯エコツーリズム推進協議会 ,裏磐梯エコツ - リズムカ レッジの運用‘
福島県北塩原村
(裏磐梯モデル地区)

M 。法人 A .R.5 観光協会、 森林組合、 宿泊施設、 自治体と連携をばかり、 受↓ナ入れ体制を確立。 福島県南会津町 ,

　　　　　　　　　　　　　　
N PO 法人 いわきの森に親しむ会

国有林をボランティアの森と して、 保全管理。 森の学校の運営。 福島県いわき市

N PO 法人 浅間山麓国際自然学校

国有林をボランティアの森と して、 保全管理。 森の学校の運営。

市民 ･ /｣＼学生を対象と した環境教育ボランティア活動の実践~

浅間山麓の広域地域で複数自治体や事業者などと、 地域活性化に取り組む。
首都圏からの観光客誘致にくわえ、 地元住民への プログラムの提供。

'群馬県嬬恋村
fC宅間山麓)

(湯の岳)

栗エコツーリズム協会 地元の人が地元の言葉で地元をガイ ドする。2006年は n 本のユニ - クなツア - 埼玉県飯能市 (飯能市･

一名栗山入会 (なぐりやまんちゅかい) を催"工 名栗モ デル地区)

ー
三番瀬こ恐ナる賢明な利用の実態と身近な自然保護に関する理解を促進

千葉県館山市

エコツアー ･ ドッ ト ･ ジェイピー

(株式会社クールインク)
エコツアーを中心、 自然と環境に関するポータルサイ ト ｢エコツアー ･ドッ ト ･

ジェイ ビー｣ を運営、
東京都豊島区

自然観察体験を提供。 市や教育委員会と連携 した環境教育保全活動に貢献。
N PO 法人
たてやま う毎辺の鑑定団

-名栗モ デル地区)

千葉県市川市 (三番瀬)

名栗エコツーリズム協会

バイオディーゼル燃料を使用 した貸切バスを誕生させる。 それを利用 した過疎 ~東京都新宿区
地へのエコツアーを実施。

有限会社リボーン
一
竺V一
…

笠

　
　　
　
　
　
　
　
　　

j･笠原母島観光協会

｣＼笠原ホエールウオ ッチ ング協会

!水原メダカの楽耕

　

lあてま自然学校

母 島森林ガイ ド制度を確立 し保全と利用の両立を目指す。 適正利用のための共も東京都小笠原村 ･母島
通ルールも設定。 “｣＼笠原モデル地区)

1989 年から自主ルールを運用。 ガイ ド育成、 研究 ･ 普及活動、 新たなツアー ,東京都小笠原村
開発な どに取り組む。 (小笠原モデル地区)

欄田オーナー制度など富山の環境保全に取り組むとともに、 農山村体験 ･ 自然ぶ新潟県妙高市
体験交流活動を行っている。 (妙高水源地区

ホテル内の自然学校。 フクロウや森林の研究などを受託し、 プロ グラムに活が
新潟県十日町市

している。

美環境学校市民活動運営会議 住民参加の仕組みづくり。エネルギ- という資源を舌か したエコッア - の開発 新潟県柏崎市

新潟校 地震からの地域復興の仕組みづくり、 エコツアー開発 、新潟県柏崎市

- -ノー一 一一 帰 -　

tホールアース自然学校 新潟校

高岡市北部地域
農林漁業者、 PTA、 児童クラ ブ指導者、 観光ボラ ンティア、行政など不兼々な人々

のネッ トワークの形成。 農林漁業に加え、 自然体験 . 歴史 . 文化など多様な体 富山県高岡市
高岡市北部地域
グリーンツーリズム推進協議会グリーンツーリズム推進協議会 魂議紗ラを鱗滋

漂 ｣ ん ハト 綬 止 ･ よ 多 > よ 晶 ^ 同

- - { - - 十 - …- -- ノー- -一十一 雪 - 一一、 --一 ,ト…-- 一鮴--…"- - 一I

発日覆需鷲朧セみ一 搦墾洸と自然‐文化資源の接点づくりによる交流型温泉地へ転換への仕組み
石川県加賀市

加
　　　　　　　 　　

奥越前まんまるサイト
二地域の架け橋になり、 地域の暮らしと文化を継承できる仕組み作り,

′･、、 / / 7 ′、
石川県加賀市

- - - 二 --~ - - ---- ｣
暮らしと文化を継承できる仕組み作り, 福井県大野市 .勝山市

… - ｣｣ - -- -｢

%瀦落盤環境のルールによる保護と利用増福井県勝山市

(ノーム自然環境教育事務所)

:/｣･原 Eく0 プ□ジェクト
ェコツ - リズムによる地域の再生と、地域自然環境のル- ルによる保護と利用。福井県勝山市
地域住民を主体と した環境教育、 地域の活性化。
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;
やまねミュージアム

国際的な研究成果をエ コ ツ ア ー に反映している。 ｢ヤマネブリ ッジ｣
等による具体的な環境保全の実施。

山梨県北杜市 (清里)

富士山登山学校ごうりき
推進団体の設立運営への取り組み。 地域観光振興財団職員の人材養
成への取り組み。

山梨県富士吉田市

(富士山北麓モデル地区)

特定非営利活動法人
富士山エコネツ ト

地域団体のみならず、 企業、 大学との連携。 地元に利益還元。
山梨県富士河口湖町

(富士山北麓モデル地区)

富士河口湖町公認
ネイチャーガイド協議会

既存のガイ ドラ イ ン に加え、 自主ルールを策定しツ ア ーを実施。

町からの受託に加え、 主催ツ ア ーの実施。

山梨県富士河口湖町

(富士山北麓モデル地区)
- ↑-‐･“‐′--、し-

信州 ･ 信濃町癒しの森
事業推進委員会

森林療法を核に、 官民協働でエ コ ツ ー リズム (ヘルス)を提供する

シ ス テムを構築。 地域振興、 資源保全に取り組み。
長野県信濃町 (癒しの森)

松本電気鉄道株式会社
マイカー規制エ リ ア におけるシ ャトルバスの低公害車両の導入。

導入前より窒素酸化物 25% 減などの実績。

長野県松本市
(上高地、 乗鞍岳)

特定非営利活動法人
信越トレイルクラブ

B 市町村 ･ 市民 ･ ボラ ン テ ィ アと連携 したガイ ドラインルールの
策定。 環境教育、 利用者サービスの構築。

長野県飯山市

N PO 地域づくり工房
環境グループ農業団体商店街観光業と連携して、 地域おこしと連動
したエ コ ツ ア ーの実施。

長野県大町市

N PO 法人 大平宿をのこす会 大平宿を生活原体験の場として活用し、 保全して いる。 長野県飯田市 (大平宿)

:
･

濃飛乗合自動車株式会社
国立公園に低公害バスを導入。 上高地と乗鞍岳への路線は全てハイ
ブリッ ド車で連行。

岐阜県高山市
(上高地、 乗鞍岳)

N PO 法人 白川郷自然共生フォーラム
自然体験 伝統文化体験 ･環境技術体験を提供。 地元の合掌つくり
民宿との連携。

岐阜県白川村

-“̂ ′"-

;
‘

;

N PO法人 ホールアース研究所

専門団体として ｣ESとともに六甲地区でのエ コ ツ ー リズム推進。

全国各地に専門家の派遣。 静岡県富士山麓及び
全国各地理論 ･実践双方における総合力の発揮によっ て、 エ コ ツ ーリズムの

推進に貢献

ホールアース自然学校
｣K A 集団研修。 自然体験を通した環境教育トレー ニ ング。 途上国の
環境教育指導者に向けて エ コ ツ ー リズムの普及啓発活動を行う。

静岡県 (富士山麓)

三重県観光開発株式会社 四季の観察会、 食育の啓蒙。 三重県朝熊山

海島遊民くらぶ (有限会社 オズ)
離島ならではの自然 ･文化の魅力を伝える。 地元漁協との連携、

子どもを含む住民と一体となった仕組みづくり。
三重県鳥羽

N PO 法人
赤目の里山を育てる会

宿泊事業者 (エ コ リゾート)として エ コ ツ ー リズムに参入、

事業型里山保全活動。
三重県名張市

紀南ツアーデザインセ ンター
風土色濃い個性的なエ コ ツ ーリズムの浸透と事業化。
エ コ ツーリズム理念の確立、 工法、 人材育成に努力。

三重県熊野市

大杉谷自然学校 災害復興を取り入れたエ コ ツ ー リズム。
三重県宮川村
(大杉谷地域)

-~･~‐′~ミー--対せ

:･針江生水の郷委員会
失われつつある里山の暮らしや環境保全の大切さを地域内外に

発信。
滋賀県高島市

有限会社
地域観光プロ デュースセンター

県内のツ ア ー の情報発信。 シ ンポジウムなどを実施し県内での
推進活動を実施。

滋賀県全域

;
,
財団法人 吉野川紀の川源流物語

村有林を使っ て環境教育のフイ -′レドとしたツ ア ーを実施。 源流部
の自然、 文化、 歴史から学ぶ ｢源流学｣ をプログラム化。

奈良県川上村
(吉野川流域)

… 一炊} -“-

一▼一--へk--イー̂↓

:
N PO 法人
六甲山と市民のネッ トワーク (RくN )

六甲山地域での活性化に伴う仕組み作りと地域密着での事業展開。
六甲山系をフィ ールドに エ コ ツ ア ーを展開。 魅力創出事業を展開。

兵庫県神戸市 (六甲山)

温泉津温泉 旅館吉田屋 竹の刈り取りを組み込んだユ ニ ークなツ ア ーの展開。 島根県大田市 (温泉津)

子供ハウスツアーズ株式会社
大阪で子育て中の母親達が出資して設立。

二地域居住や田舎への UUター ンに つながるような仕組み作り。

e フ ー ニ ングの仕組みづくり。

島根県大田市
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地域戦略会議

山口県萩青年の家

N PO 法人きららの里

長行の自然を守る会

地域の教育力向上を図る取組み。

1つの題材を取り上げ、 循環の仕組みを伝える。

外来魚の駆除。

山口県萩市

山口県美弥市
▲.･‘ ･

香川県さぬき市

柏島の環境保全と豊かな島の暮らしづくりを共存させた取組み。

体験学習セ ミナー開催 ･憲章つくりなど多岐に渡る活動。

長期滞在の中で、 地元の方との交流体験。 四万十川を体験する エ コ 高知県土佐清水市
ツ ア ーを提供。 (幡多地区)

川流域の交流事業。 河畔林の整備。 間伐ツ ーリズムの推進。

生ゴミの分別による資源化を市民活動で展開。

茶道を通してのエ コ ツ ー リズムの実践。

九十九島の調査、 保全活動。 エ コ ツ ア ーを実施。 海域を利用する
漁業者 ･ マリン レジャ ーの相互理解に尽力。

阿蘇におけるエ コ ツ ーリズムの整備をおこなう。 事業者として、

他の団体への支援活動。 ガイ ド用教材づくり。

団体 個人 ･自治体の共同体として、 資質の向上、 情報交換、

着手後継者育成に取り組む。

観光振興計画のエ コ ミ ュ ージアム構想ツ ーリズム事業の具体化。

里山保全ツ ーリズム事業の推進。

九州大学演習林でのガイドツ ア ー。 遊歩道の設営も自然に配慮。

(幡多地区)

高知県本山町

佐賀県伊万里市

長崎県佐世保市

長崎県佐世保市
(佐世保モデル地区)

熊本県熊本市

熊本県阿蘇市

大分県竹田市

宮崎県椎葉村 (大河内)

高知県大月町
(幡多郡柏島)

N PO 法人
黒潮実感センター

海癒

汗見川活性化推進委員会

N PO 法人
伊万里はちがめプラン

茶苑 萩板庵 (茶室)

させばパール ･ シー株式会社

野外教育研究所 IO E

･

阿蘇自然案内人協会

竹田市観光振興計画推進委員会

大河内 森林ガイドの会

N PO 法人
五ヶ瀬自然学校

合資会社モスガイドクラブ

カヌ ー ツ ーリング、 河川敷キャ ンプ、 ゴミ拾いという環境美化活動
宮崎県五ヶ瀬町

を合わせたエ コ ツ ア ーの実施。

環境に配慮した i‐v iIIage の運営。 エ コ ツ アーの企画。

環境保全のイベントの企画運営。

鹿児島県屋久町

(屋久島モ デル地区)

鹿児島県屋久町

(屋久島モデル地区)

沖縄県座間味村

沖縄県宮古島

(宮古島 ･伊良部島)

屋久島地区エ コ ツーリズム推進協議会空劣勢雛房雛燧、

‐満あ認証膠鰐靱錨設ける○

座間味村ホエールウオ ッチン グ協会 舘審査脇締蓮敷村と官民一体となっての海域保全を推進。

エコ ガイ ドカフ ェ

石垣島沿岸レジャー安全協議会

恩納村エコ ツーリズム研究会

ホールアース自然学校沖縄校
がじゆまる自然学校

N PO 法人
ホールアース研究所 沖縄事務所

沖縄体験学習研究会 ニライカナイ

地元とともにルール ･ ガイドラ イ ンを作成。

ITを利用した情報発信 ･交流。

事業者による組織でガイドラ イ ンを策定。 野生生物交通事故防止
沖縄県石垣市

キャ ンペー ンなど実施。

地域で ｢知ること ･使うこと ･守ること｣ を浸透させる。

ガイ ド養成の実施。 地域の子どもと保全 ･調査に取り組む。

地域、 特に子どもとの交流。 環境負担金制度の運用。
｢地域ガイド｣ の仕組み作り。

沖縄県恩納村

沖縄県名護市
(羽地内海など名護周辺)

県内各地で養成講座実施。 やんばる地域や仲間川でのガイドライン
沖縄県全域

策定に携わる。

修学旅行という団体旅行に関するルールづくり。

収益循環シ ス テ ムの確立。
沖縄県恩納村 (国頭周辺)

11



｢第 3 回エコツーリズム大賞｣ の募集を 2 0 0 7 年夏頃に行います。

●エコツーリズムヘの優れた取り組み事例を募集します

取り組みの例

地域にお けるエコツーリズム推進団体の設立と運営

保全利用協定やガイドラインなどのルールづくりやその継続
農業体験や校外学習などと連携したエコツアーの実践

環境への配慮や環境保全への貢献
エコツア一等の情報提供のしくみ

環境保全や地域振興への観光収益の還元システムづくり

エコツアーにおける ゴミの削減や環境負荷の低減

エコツアーのマーケティングや斡旋などを含めたエコツアー事業の運営 e tc

●エコツーリズム大賞 (1点)、 エコツー Uズム優秀賞と特別賞各散点を予定しています

* 受賞者には表彰状と副賞を授与します。

1. エコツーリズムに取り組む各種団体 (事業者、 企業、 地方自治体、 地域のグループ等)
2 . 経験年数、 法人格の有無、 種類を問いません。

3 . 自薦 ･他薦の別を問いません。

4 過去のエコツーリズム大賞受賞者も応募資格があります。

2 0 0 7 年夏頃予定。 詳細は環境省ホームページでご案内する予定です (http ://w w w e n vg o .ip)

エコツーリズム大賞審査委員会において各賞を選定し、 環境大臣が決定します。

受賞者には決定後すみやか に通知し、 表彰式を行います。

み んなで止め よう;温暖化

チーム ,ア神学ス 6 %
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